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※春・秋処理用ＥＭは、ＥＭ1：糖蜜：水を１：１：８で混合し、7～10日間発酵させたもので代用可能です。
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朝露の糖度を測定

・ドロオイムシはＥＭ１号５００倍液を数回流し込む

・イネミズゾウムシの食痕が見えたらＥＭ1号500倍液

を数回流し込む

栽植密度

肥沃ほ場 40株～50株
痩せほ場 60株～70株

米の厚みは出穂後25日頃まで成長する

水の切りすぎはヒエを招く
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【育苗管理】

用度の作成：目標とする特性

・養分＝ 中苗 ３ｇ/箱
・ＰＨ： 5.0以下

・物理性

比重選：比重 1.13以上

浸種：ＥＭ1号（または2号）500倍液

播種： 中苗 ８０ｇ～１００ｇ

育苗期間中のＥＭ1号・3号散布 4回～5回
できるだけ成苗に近づけて植えましょう

幼穂の伸び
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分解には耕耘から代掻きまでの

日平均気温を合計し、1500℃日必
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